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昭和 100年 
校長 茅原 直樹 

私は、昭和 35（1960）年生まれのちゃきちゃきの「昭和っ子」です。教師になったのが昭和 58（1983）年。

その後、平成、令和と３つの世代にわたって中学校で仕事をしてきました。中には、親子二代で私の学校の生

徒だったという方もいらっしゃいます。 

 ところで、ご存じの方も多いとは思いますが、今年は「昭和 100年」です。 

 私が小学２年生のころ、昭和 43（1968）年には、明治百年記念式典というのが、大々的に行われていたこと

をうっすら記憶しています（ただし、1968年は明治 101年なのですが）。その当時、俳人中村草田男の「降る

雪や明治は遠くなりにけり」という句が、小学校低学年の私も覚えてしまうほど、盛んに引用されていました。

のちにこの句が本当は、昭和６（1931）年に作られたということを知って驚いたほどです。 

先日、昭和 45（1970）年代の様子を撮影した写真や動画を見て、現在とは異なる点について、出演者が指摘

するというテレビ番組を見ました。その映像の中には、学校での様子も結構ありました。1970年といえば、ち

ょうど私は小学４年生、10歳であり、そこに映っている小学生とほぼ同世代です。 

 当時、男子は、冬でもみんな半ズボンでした。そして、男子は黒いランドセル、女子は赤いランドセルでし

た。それから、登下校中の子供たちは、皆一様に名札を付けていました。当時は、名札の裏に血液型や住所、

自宅の電話番号を記入する欄もありました。また、番組の中では、当時の授業風景を撮影した動画も紹介され

ていて、担任の教師が出席をとっているシーンがありました。先生は、「〇〇くん」と男子は全員「くん」付け

で呼んでいました。一方で、女子は、男子の呼名がすべて終わると、そのあとに 

「〇〇さん」と、今度は全員、「さん」付けで呼ばれていました。 

 出演者の 20代のタレントは、その様子を見て、驚いていました。 

「今は、どこの学校でも、全員『さん』付けで呼ぶのが当たり前ですよね。」 

「名札を外でも付けて歩いているなんて信じられない。危なすぎる。」 

「性別で、色が決まっているなんておかしい。」 

 時代は、本当に変わりました。 

 当時、児童が名札を付けたまま通学していたのは、登下校中の交通事故等が増えてきて、事故に遭った場合

に備えたものでした。それが、しばらくたつと、「登下校中に名札を付けているのは、個人情報をさらしている

ようなものだから、誘拐事件等の犯罪にもつながりかねない」という理由で外されることになりました。 

 学校だけでなく、世の中全体で「男は男らしく」「女は女らしく」と言われていて、そんな会話が学校の中で

も当たり前でした。 

 昭和の時代は当たり前だったけれど、今は許されないこと。今は当たり前だけれど、昭和の時代は許されな

かったことがあります。 

時代は、どんどん移り変わっていきますが、それがいつも良い方向に変わっていくものであることを願わず

にはいられない今日この頃です。 

（※使用許諾を得たイラストを使用しています。） 

日本一生徒を大切にする中学校を目指します 

いま ここ 
教 育 目 標 

「いま」「ここ」でがんばる生徒を育てる 
◎ 健康で心豊かな人 
◎ 自ら学び実行する人 
◎ 協力し合い責任を持つ人 

 
 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 田浦先生の教科は理科です。先生には、病気療養中の松井先生に代わって、1学年担当としてご勤務い 

ただくことになりました。 

 

 

 

 

 

 全校生徒が、薬物乱用防止に向けた標語を考え、作品を出展した結

果、東京都から普及啓発活動に熱心に取り組む学校として、表彰されま

した。 

陸上部 第 77回江戸川区民総合体育祭秋季大会 中学男子の部 

第１位 
〇〇〇〇（３）、〇〇〇〇（３） 

〇〇〇〇（３）、〇〇〇〇（３） 

第３位 
〇〇〇〇（２）、〇〇〇〇（２） 

〇〇〇〇（１）、〇〇〇〇（２） 

ソフトテ

ニス部 
江戸川区ブロック研修大会 １年男子シングルス 第５位 〇〇〇〇（１）、〇〇〇〇（１） 

吹奏楽部 江戸川区第 25回アンサンブルフェスティバル 

銅賞 管打七重奏 

〇〇〇〇（２）、〇〇〇〇（２） 

〇〇〇〇（１）、〇〇〇〇（１） 

〇〇〇〇（１）、〇〇〇〇（１） 

〇〇〇〇（１） 

銅賞 管打八重奏 

〇〇〇〇（２）、〇〇〇〇（２） 

〇〇〇〇（２）、〇〇〇〇（１） 

〇〇〇〇（１）、〇〇〇〇（１） 

〇〇〇〇（１）、〇〇〇〇（１） 

（ ）内の数字は、学年 

 

【３月の主な行事】 ※今後、やむを得ず変更する場合があります。 

月 日 曜 学校行事等 月 日 曜 学校行事等 

３ ３ 月 文化祭・展示会（７）  12 水 卒業遠足（３）、お別れ遠足（７） 

 〃 〃 都立高一般入試発表（３）  〃 〃 レクリエーション交流会（１） 

 ５ 水 助産師による保健講座（３）  13 木 卒業セレモニー（７） 

 10 月 生徒会朝礼、避難訓練  14 金 卒業式予行練習 

 〃 〃 レクリエーション交流会（３）  19 水 卒業証書授与式 

 11 火 薬物乱用防止教室（３）  21 金 レクリエーション交流会（２） 

 〃 〃 都立高二次・後期入試（３）  24 月 大掃除、給食終 

 〃 〃 授業研究会（技術科）  25 火 修了式、離任式  

令和７年1月以降の生徒の活躍 

お帰りなさい！ 田浦先生。   モザンビークから田浦秀一郎先生が帰国されました。 

こんにちは。初めまして、田浦秀一郎といいます。JICA海外協力隊の隊員として、2023年より

江戸川区からアフリカのモザンビークへ、現地の理科教育の充実を図るためにボランティア派遣され

ていましたが、モザンビークの情勢不安によって、活動の任期途中でしたが日本に帰国となり、再び、

この二之江中学校に戻ってまいりました。 

モザンビークでの活動が途中で終わったことが、とても残念で落ち込んでいましたが、二之江中学

校に戻った時、私のことを覚えていてくれた現在３年生の生徒から話しかけてもらったり、二之江中

学校の明るく人懐っこい生徒と出会い、元気をもらったりしたことにより、気持ちを切り替えること

ができました。今は、二之江中学校の皆さんと楽しく学校生活を送っていこうと思っています。また、

モザンビークでの活動の中で得たことを二之江中学校の生徒に少しでも伝えていけたらと思ってい

ます。これからよろしくお願いいたします。 

 


